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ヒラキ株式会社ヒラキ株式会社

本資料における業績見通し等の将来に関する記述は 当社が現在入手している情報本資料における業績見通し等の将来に関する記述は 当社が現在入手している情報本資料における業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報本資料における業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報
および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々なおよび合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。要因により大きく異なる可能性があります。



企業概要とビジネスモデル企業概要とビジネスモデル
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会社概要会社概要 （（20152015年年99月月3030日日現在）現在）

ヒラキ株式会社 （英文 ： HIRAKI CO., LTD.)

兵庫県神戸市西区岩岡町野中字福吉５５６

※ 登記上の本店所在地 兵庫県神戸市須磨区中島町3 2 6

商号

本社
※ 登記上の本店所在地 兵庫県神戸市須磨区中島町3-2-6

1978年4月（創業1961年1月）＜3月決算＞
2006年11月14日 （東京証券取引所 市場第二部）

設立
上場

4億5,045万円

5,155,600株（100株単位）

資本金

発行済株式総数

代表取締役 社長執行役員 向畑 達也 (1952年3月27日生）

靴の製造販売（ＳＰＡ）モデルをベースとした靴の総合販売事業

代表者

事業内容

Ⅰ．通信販売事業（靴を中心としたカタログ、インターネットによる通信販売）

Ⅱ．ディスカウント事業（靴を中心としたディスカウントストア業態による総合店舗販売）

Ⅲ．卸販売事業（大手小売店、量販店等へのＯＥＭを中心とした卸販売）

セグメント

669名 （臨時従業員 392名含む） ※ 2015年9月末日現在（連結）従業員数

<通信販売・ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店> 一般消費者
主要取引先主要取引先

<卸販売事業> チヨダ､西友他、大手量販店等
主要取引先主要取引先
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ヒラキのビジネスモデル：ヒラキのビジネスモデル： ～靴業界の～靴業界のSPASPAモデル～モデル～

靴の総合販売会社靴の総合販売会社

相相

通信販売通信販売
ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ/ / ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ヒラキヒラキ
生産委託生産委託

「安
さ
」

「安
さ
」

開発力開発力直輸入直輸入
相相

乗乗
ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ヒラキヒラキ

お客様お客様を
実
現

を
実
現ﾛｰｺｽﾄ運営ﾛｰｺｽﾄ運営

大量発注大量発注 効効

ﾃ ｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃ ｨｽｶｳﾝﾄ店
兵庫県４店兵庫県４店

卸販売

4.1%

20162016年年33月期中間期月期中間期
ｾｸﾞﾒﾝﾄｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上ｼｪｱ別売上ｼｪｱ

果果

卸卸 販販 売売
OEMOEM

通信販売

48.7%

ディスカウ

ント店

47.2%
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株式情報株式情報 （（20152015年年99月月3030日日現在）現在）

発行済株式総数 株

所有者別統計表 （株式数比率）株式の状況

自己株式, 5.52%

外国人, 0.38%

証券会社, 2.19%

発行済株式総数 5,155,600株

株主数 9,759名

金融機関, 21.08%

個人・その他, 50.75%

その他国内法人, 

20.08%

株主数：株主数： 9,7599,759名名
外国人 0 33%

【参考】 前期 所有者別株式数比率
（2014年9月30日現在）

金融機関, 21.60%その他国内法人, 

20 21%

自己株式, 5.32%
外国人, 0.33%

証券会社, 1.66%

※※株主数株主数が前年同時期に比較してが前年同時期に比較して、、1,9231,923名名のの増加増加

個人・その他, 50.84%

20.21%

※※株主数比率では、「個人・その他」が株主数比率では、「個人・その他」が99.299.2％を占める％を占める

株主数：株主数： 7,8367,836名名
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ヒラキのヒラキの強み強み ～靴の総合販売会社～靴の総合販売会社（販売チャネル毎の特徴）（販売チャネル毎の特徴）

通信販売通信販売
ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ/ / ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ディスカウント店ディスカウント店
総合店舗販売総合店舗販売

■■ 靴を中心とした専門通販、靴を中心とした専門通販、 靴業界最大の通販靴業界最大の通販、、

ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで全国展開、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで全国展開

■■ 自社企画による高い利益率とｺｰﾙｾﾝﾀｰ・物流自社企画による高い利益率とｺｰﾙｾﾝﾀｰ・物流

■■ 「靴のヒラキ」としてディスカウント店舗を「靴のヒラキ」としてディスカウント店舗を

兵庫県兵庫県に４店舗に４店舗展開展開 靴売場は日本最大級靴売場は日本最大級

■■ 集客は「食品・日用雑貨」集客は「食品・日用雑貨」

のﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝによるのﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝによる

利益率の高い事業モデル利益率の高い事業モデル

で低価格戦略、で低価格戦略、 収益は収益は

自社企画の「靴」を自社企画の「靴」を

中心とした事業モデル中心とした事業モデル

卸販売卸販売
OEMOEM

■■ 自社開発力を活かした卸販売自社開発力を活かした卸販売

大手大手小売・量販店、靴専門店に小売・量販店、靴専門店にOEM/ODMOEM/ODM供給供給

■■ OEM/ODMOEM/ODM供給供給にによる収益力よる収益力

・・・事業セグメント・・・事業セグメント

とと通販の物流を通販の物流を活用した活用した

ローコストオペレーションのローコストオペレーションの

事業モデル事業モデル
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2016年３月期 中間決算内容2016年３月期 中間決算内容
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20162016年年33月期月期 中間期トピックス中間期トピックス

１．商品力の強化１．商品力の強化

（（11）売価を）売価を1,0001,000円以下に抑えた商品の開発円以下に抑えた商品の開発（（ ）売価を）売価を ,, 円以下 抑えた商品の開発円以下 抑えた商品の開発

780780円円 カジュアルスニーカーカジュアルスニーカー AiROPAiROP

780780円円 レディースカジュアルレディースカジュアル PITTPITT

780780円円 レディースモカシンレディースモカシン RakuRaku--MoccaMocca

（（22）商品開発体制のスピード化）商品開発体制のスピード化

２．現場力の強化２．現場力の強化

デデメディアミックス施策の実施メディアミックス施策の実施

ＷＥＢシフトへの対応ＷＥＢシフトへの対応
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中間期業績達成に向けた対策（商品力の強化）中間期業績達成に向けた対策（商品力の強化）

絶対的低価格商品 開発①絶対的低価格商品 開発①

カジュアルスニーカーカジュアルスニーカー ＡｉＲＯＰＡｉＲＯＰ《《エアロップエアロップ》》

絶対的低価格商品の開発①絶対的低価格商品の開発①

軽いのに靴底しっかりで 脱ぎ履きしやすく、

１０万足１０万足突破！突破！

179

１０万足１０万足突破！突破！
（2015年２月販売開始より）



中間期業績達成に向けた対策（商品力の強化）中間期業績達成に向けた対策（商品力の強化）

絶対的低価格商品の開発②絶対的低価格商品の開発②絶対的低価格商品の開発②絶対的低価格商品の開発②

レディースカジュアルレディースカジュアル ＰＩＴＴＰＩＴＴ《《ピットピット》》

履き心地にこだわったインソール採用で、

１０万足１０万足突破！突破！
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１０万足１０万足突破！突破！
（2015年２月販売開始より）



中間期業績達成に向けた対策（商品力の強化）中間期業績達成に向けた対策（商品力の強化）

商品開発体制のスピ ド化商品開発体制のスピ ド化商品開発体制のスピード化商品開発体制のスピード化

自社一貫体制自社一貫体制 バーティカル・インテグレーション・システムの改善バーティカル・インテグレーション・システムの改善

商品分析
販促計画

商品計画

商品開発

生産管理
品質管理 納期管理

カタログ・

WEB販売
在庫管理

商品の企画・開発から販売までのスピードアップを図り、商品の企画・開発から販売までのスピードアップを図り、
市場の変化に迅速に対応する体制を構築市場の変化に迅速に対応する体制を構築市場の変化に迅速に対応する体制を構築市場の変化に迅速に対応する体制を構築

20152015年年99月月

□□ 機能別組織を機能別組織を 『『企画開発部企画開発部』』 として一元化として一元化

20152015年年99月～月～

□□ 機能別組織を機能別組織を 『『企画開発部企画開発部』』 として 元化として 元化

□□ 開発担当者が販売まで一貫して責任を持つ体制開発担当者が販売まで一貫して責任を持つ体制

1711



中間期業績達成に向けた対策（現場力の強化）中間期業績達成に向けた対策（現場力の強化）

メデ アミ クス施策の実施メデ アミ クス施策の実施メディアミックス施策の実施メディアミックス施策の実施

９月実施９月実施 関東エリア実績関東エリア実績

受注件数受注件数 142 8142 8
テレビ
ＣＭ

受注件数受注件数 142.8142.8％％

新規件数新規件数 349.3349.3％％ ※関東エリア
対前年同月比

新聞折込
チラシ

無料設置
カタログ

新規顧客
獲得

既存顧客
掘り起し 雑誌掲載

カタログ
送付

フリー
ペーパー

ＷＥＢ
ｷｬﾝﾍﾟ ﾝ

1712

パ
掲載

ｷｬﾝﾍ ｰﾝ
※画像はイメージです。



中間期業績達成に向けた対策（現場力の強化）中間期業績達成に向けた対策（現場力の強化）

ＷＥＢシフト の対応ＷＥＢシフト の対応ＷＥＢシフトへの対応ＷＥＢシフトへの対応

注文媒体が電話・ＦＡＸ・ハガキからＷＥＢ、特にスマートフォンへシフト注文媒体が電話・ＦＡＸ・ハガキからＷＥＢ、特にスマートフォンへシフト

①スマートフォンサイト①スマートフォンサイト
の買い回り向上の買い回り向上

②ＷＥＢキャンペーンの実施②ＷＥＢキャンペーンの実施

③お客様参加型企画の実施③お客様参加型企画の実施③お客様参加型企画の実施③お客様参加型企画の実施

1713
※画面はイメージです。



社会社会貢献貢献活動・靴への感謝に活動・靴への感謝に対する取り組み対する取り組み

■■ ８月８月3030日（日）日（日） 第第1010回回 靴まつり靴まつり・靴・靴供養を開催供養を開催

毎年毎年９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所((兵庫県朝来市兵庫県朝来市))ににおいておいて

靴まつり靴まつり 靴供養を靴供養を開催開催 しており 地元の方々に楽しいお祭りの場を提供しており 地元の方々に楽しいお祭りの場を提供

■■ ８月８月3030日（日）日（日） 第第1010回回 靴まつり靴まつり・靴・靴供養を開催供養を開催

毎年毎年９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所９月２日を「靴の日」と定め、生野事業所((兵庫県朝来市兵庫県朝来市))ににおいておいて

靴まつり靴まつり 靴供養を靴供養を開催開催 しており 地元の方々に楽しいお祭りの場を提供しており 地元の方々に楽しいお祭りの場を提供靴まつり靴まつり・靴供養を・靴供養を開催開催 しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供

させて頂いております。させて頂いております。

靴靴供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出が供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出がつまってつまって

いるいるのでので なかなかなかなか捨てられない という声を聞き及んだことに端を発し捨てられない という声を聞き及んだことに端を発し

靴まつり靴まつり・靴供養を・靴供養を開催開催 しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供しており、地元の方々に楽しいお祭りの場を提供

させて頂いております。させて頂いております。

靴靴供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出が供養を実施するに至った経緯は、お客様から「愛着や思い出がつまってつまって

いるいるのでので なかなかなかなか捨てられない という声を聞き及んだことに端を発し捨てられない という声を聞き及んだことに端を発しいるいるのでので、なかなか、なかなか捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し、、

ヒラキヒラキの「役目をの「役目を終えた靴終えた靴たちの最期を看取る」との思いのもと、実施たちの最期を看取る」との思いのもと、実施してして

おりますおります。。

ごご

いるいるのでので、なかなか、なかなか捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し捨てられない」という声を聞き及んだことに端を発し、、

ヒラキヒラキの「役目をの「役目を終えた靴終えた靴たちの最期を看取る」との思いのもと、実施たちの最期を看取る」との思いのもと、実施してして

おりますおります。。

ごご靴靴供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、社会社会

福祉福祉団体団体に寄付に寄付を行っております。を行っております。

■■ 第９回第９回 靴短冊大賞靴短冊大賞

靴靴供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、供養の開催に合わせて、ご不要となりました靴の回収数に準じ、社会社会

福祉福祉団体団体に寄付に寄付を行っております。を行っております。

■■ 第９回第９回 靴短冊大賞靴短冊大賞■■ 第９回第９回 靴短冊大賞靴短冊大賞

｢｢靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（55・・77・・55）、）、 短歌（短歌（55・・77・・55・・77・・77））

又は又は3131文字以内の文章で、文字以内の文章で、 長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる

■■ 第９回第９回 靴短冊大賞靴短冊大賞

｢｢靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（靴への感謝」の気持ちを自由に表現した川柳（55・・77・・55）、）、 短歌（短歌（55・・77・・55・・77・・77））

又は又は3131文字以内の文章で、文字以内の文章で、 長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる長く愛用した靴への感謝の言葉や、靴にまつわる

様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。

今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。

（（ 各作品は、各作品は、http://92tanzaku.jp/http://92tanzaku.jp/ にて、ご覧頂けます。）にて、ご覧頂けます。）

様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。様々な思い出などを作品にしてご応募頂きました。

今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。今回は大賞１作品、優秀賞１０作品、入選１００作品を選出いたしました。

（（ 各作品は、各作品は、http://92tanzaku.jp/http://92tanzaku.jp/ にて、ご覧頂けます。）にて、ご覧頂けます。）
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20162016年年33月期月期 中間決算中間決算サマリーサマリー

【 連 結 】 （第 半期累計）

前年中間期

実績

当初予想
(15/5/8 開示）

2016/3 期 中間期 実績

実 績 当初予想比 当初予想率比
前年中間期

実績比

【 連 結 】 （第2四半期累計） 単位：百万円

売 上 高 8,644 9,400 9,012 △388 △4.1％ ＋368

営 業 利 益 167 300 314 ＋14 ＋4.7％ ＋147

経 常 利 益 80 250 274 ＋24 ＋9.6％ ＋194

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
40 130 157 ＋27 ＋20.8％ ＋117

売売 上上 高高 利利 益益 高高

粗利益率の維持、サプライチェーンの効率化を図った

結果、営業利益は当初予想を達成しました。

経常利益においても、為替差益およびデリバティブ評価損

当初予想は、テレビCMを始め、強化した広告宣伝

活動の効果を見込んだ数字としていましたが、夏場の

天候不順によりサンダル等の夏物商品が振るわず、

売売 上上 高高 利利 益益 高高

計

画

の良化などにより、当初予想を上回る結果となりました。

天候 順 り 等 夏物商品 振 わず、

計画値には届きませんでした。

売売 上上 高高 利利 益益 高高

比

前

主に前期の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要

の反動からの回復、および販売促進策の強化により、

前年中間期との比較において、３６８百万円の売上増

売売 上上 高高

営業利益などの利益高が大幅に前年中間期を上回って

いるのは、売上増や経費削減などに加えて、前期において

ディスカウント店舗の大規模修繕を実施したことによるもの

利利 益益 高高前

年

同

期
となりました。 です。

期

比
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【【連結 中間期連結 中間期】】（累計）（累計）

20162016年年33月期月期 第第22四半期損益計算書四半期損益計算書

2015/3期第２四半期 2016/3期第２四半期

単位：百万円【【連結：中間期連結：中間期】】（累計）（累計）

売上高 8,644 100% 9,012 100%

売上総利益 3,705 42.9% 3,826 42.5%

販売管理費 3 538 40 9% 3 511 39 0%

●売上●売上総利益率総利益率

為替の円安傾向下において、売上総利益為替の円安傾向下において、売上総利益

率の維持を図るため、新規工場の開拓な率の維持を図るため、新規工場の開拓な

ど より 層の原価低減に努めましたど より 層の原価低減に努めました販売管理費 3,538 40.9% 3,511 39.0%

営業利益 167 1.9% 314 3.5%

経常利益 80 0 9% 274 3 0%

ど、より一層の原価低減に努めました。ど、より一層の原価低減に努めました。

●●販売管理費率販売管理費率

前期実施した店舗の大規模修繕費用、前期実施した店舗の大規模修繕費用、
経常利益 80 0.9% 274 3.0%

親会社株主に帰属する

四半期純利益 40 0.5% 157 1.7%

および作業効率化に伴う人件費減により、および作業効率化に伴う人件費減により、

販売管理比率は１．９％改善いたしました。販売管理比率は１．９％改善いたしました。

第１四半期 第２四半期

前年同四半 前年同四半

単位：百万円【【20162016年年33月期月期 連結連結四半期推移四半期推移】】

第２四半期会計期間において、通販の

金 額
前年同四半

期増減 金 額
前年同四半

期増減

売上高 4,864  ＋4.6% 4,148 ＋3.9%

経常利益 326 ＋ △52 ＋

新規顧客獲得に係るテレビCM等広告

宣伝費の先行投資を実施した結果、

利益面ではマイナスとなりましたが、

前年同期間と比較して赤字幅は縮小経常利益 326 ＋133 △52 ＋59 前年同期間と比較して赤字幅は縮小。
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セグメントセグメント別別 売上高売上高推移推移

（単位：百万円）
10 000

＊（＊（ ）は売上比）は売上比 （単位：百万円）

各事業とも売上増達成、なかでも卸事業が大幅伸張

＋＋207207
160 367 

8 000

9,000

10,000

8,6448,644 9,0129,012

（（1.9%1.9%）） （（4.1%4.1%））

売上高
＋4.3％

＋＋9797
＋＋6464

＋＋207207

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ

卸販売卸販売

4,193 4,257
6 000

7,000

8,000

（（48.5%48.5%））

卸販売
＋129.3％

9,0129,012

＋＋9797

通信販売通信販売

店店

4 000

5,000

6,000

（（47.2%47.2%））

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店
＋1.5％

8,6448,644
4,290 4,3872 000

3,000

4,000

（（48 748 7％）％）
（（49.6%49.6%）） 4,290 ,38

0

1,000

2,000 （（48.748.7％）％）
通信販売
＋2.3％

1717

20152015．．33 中間中間 20162016．．33 中間中間

0

20152015．．33 中間中間 20162016．．33 中間中間
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セグメントセグメント別別 営業利益推移営業利益推移

（単位：百万円）

通信販売は広告宣伝強化による費用増、一方ディスカウント店舗は収益力改善

＋＋

＋＋1212
本社経費削減本社経費削減

＋＋5959

卸販売卸販売

等等

314314△△5656
＋＋131131

通信販売通信販売 ディスカウント店ディスカウント店

167167

20152015 33 中間中間 20162016 33 中間中間20152015．．33 中間中間 20162016．．33 中間中間
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セグメント別セグメント別概況概況 ①①

（単位：百万円）

通信販売 900 6,000 

売上高 営業利益

（単位：百万円）

■ テレビCM放映エリアの拡大、およびメディアミックス

の採用効果により、WEB経由、特にスマートフォン

からの新規顧客の受注が増加

4,290 4,387 

450 

600 

750 

3,000 

4,000 

5,000 

からの新規顧客の受注が増加

■ 関東圏を中心に広告宣伝費を先行投資した結果、

営業利益は減少

438 
382 

0

150 

300 

0

1,000 

2,000 

0 0 

2015．3 中間 2016．3 中間

ディスカウント店 200 6,000 

売上高 営業利益

ディスカウント店

■ 主力の靴はスニーカーを筆頭に好調に推移

また、食品や生活消耗品の集客も回復

4,193 
4,257 

75 50

100 

150 

3 000

4,000 

5,000 

食

■ 売上高の増加に加え、仕入先との取り組みや自社

開発商品の販売強化による粗利益率の改善、および

業務の効率化により増益

-56 

75 

-50 

0 

50 

1,000 

2,000 

3,000 

-100 0 

2015．3 中間 2016．3 中間
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セグメント別セグメント別概況概況 ②②

（単位 百万円）

卸販売
367

100400 

売上高 営業利益

（単位：百万円）

■ 大口ＯＥＭ販売について、新規取引先との取引の

本格始動および既存取引先からの受注増により、

大幅増収 160

36  

60 50

75

200 

300 

大幅増収

■ 売上高の増加および配送の効率化などの経費削減

に取り組んだ結果、増益達成

160 

1 

25100 

00 

2015．3 中間 2016．3 中間
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経常利益の経常利益の前年同期比前年同期比 増減増減要因要因

（単位 百万円）

＋＋2626

（単位：百万円）

営業利益営業利益
の増加の増加

その他その他＋＋1212
＋＋99

金利 プ金利 プ＋＋2626の増加の増加

為替差益の増加為替差益の増加

為替差損の減少為替差損の減少

金利スワップ金利スワップ
評価損の減少評価損の減少

274274
＋＋147147

274274

8080

20162016．．33 中間中間20152015．．33 中間中間20152015．．33 中間中間
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連結貸借連結貸借対照表対照表

（単位：百万円）

2015/3期 中間 2016/3期 中間

金額 構成比 金額 構成比

流動資産 11,394 61.6% 11,540 63.0%

2015/3期 中間 2016/3期 中間

金額 構成比 金額 構成比

流動負債 4,481 24.2% 4,589 25.1%

（単位：百万円）

流動資産 11,394 61.6% 11,540 63.0%

現預金 5,298 28.7% 6,182 33.8%

受取手形・売掛金 919 5.0% 1,106 6.0%

たな卸資産 4,726 25.6% 3,899 21.3%

買掛金 882 4.8% 817 4.5%

短期借入金
（1年内長期借入含む）

2,593 14.0% 2,550 13.9%

未払金 641 3.5% 782 4.3%

その他 468 2.5% 369 2.0%

貸倒引当金 △18 △0.1% △16 △0.1%

固定資産 7,091 38.4% 6,777 37.0%

その他 365 2.0% 438 2.4%

長期借入金 8,957 48.5% 8,431 46.0%

固定負債 9,341   50.5% 8,874   48.4%

有形固定資産 6,839 37.0% 6,529 35.6%

無形固定資産 83 0.5% 77 0.4%

投資その他の資産 168 0.9% 170 0.9%

資産合計 18 486 100% 18 318 100%

負債合計 13,822 74.8% 13,464 73.5%

株主資本 4,499 24.3%  4,736 25.9%  

資本金 450 2.4% 450 2.5%

資本剰余金・資産合計 18,486 100% 18,318 100% 資本剰余金

利益剰余金他
4,049   21.9% 4,285   23.4%

その他包括利益等 163 0.9% 118 0.6%

純資産合計 4,663 25.2% 4,854 26.5%

負債純資産合計 18,486 100% 18,318 100%

現預金現預金 ＋＋ 884884

負債・純資産（主な要因）負債・純資産（主な要因）

借入金（短期・長期）借入金（短期・長期） △△ 569569

資産（主な要因）資産（主な要因）

現預金現預金 ＋＋ 884884

たな卸資産（商品）たな卸資産（商品） △△ 827827

借入金（短期 長期）借入金（短期 長期） △△ 569569

利益剰余金利益剰余金 ＋＋ 243243
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連結キャッシュフロー連結キャッシュフロー計算書計算書

（単位：百万円）

3,080
4,000 2015．3 中間 2016．3 中間

（単位：百万円）

1 240

2,397

,

2,000

3,000 営業ＣＦ営業ＣＦ 投資ＣＦ投資ＣＦ 財務ＣＦ財務ＣＦ

1,240
959

709

0

1,000

▲ 263
▲ 1,000

0

現金及び現金現金及び現金
同等物同等物のの

四半期末四半期末残高残高
▲ 1,426 ▲ 1,395▲ 2,000

四半期末四半期末残高残高

現金及び現金現金及び現金
同等物同等物のの

主な増減要因主な増減要因
上期において、利益が
増加し たな卸資産が

営業営業ＣＦＣＦ 投資ＣＦ投資ＣＦ

上期において、21億円の
長期資金を調達しました

財務ＣＦ財務ＣＦ

余剰資金を安全性の
高い運用（３ヶ月超の

同等物同等物のの
四半期末四半期末残高残高

貸借対照表における現金・
預金6,182百万円との差異増加し、たな卸資産が

減少しました。
長期資金を調達しました。高い運用（３ヶ月超の

定期預金）に回しました。

預 , 百 異
は、３ヶ月超定期預金
3,102百万円によります。
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20162016年年33月期月期 連結業績予想連結業績予想

単位：百万円

2015/3期
2016/3期 （予想）

（前期増減比）

売 上 高売 上 高 17 808 19 000 ＋6 7%

単位：百万円

業績予想業績予想

5月8日開示の2016年3月期通期

予想からの修正はございません。
売 上 高売 上 高 17,808 19,000 ＋6.7%

営 業 利 益営 業 利 益 588 650 ＋10.5%

経 常 利 益経 常 利 益 494 550 ＋11.2%

売上高の事業セグメント別の内

訳は、通信販売 98億円、ﾃﾞｨｽｶｳ

ﾝﾄ店舗86億円、卸販売６億円とし、

計190億円としております。

経常利益率経常利益率 2.8%2.8% 2.9%2.9% ＋＋0.1%0.1%

当 期 純 利 益当 期 純 利 益 224 300 ＋33.5%

当期純利益率当期純利益率 1 3%1 3% 1 6%1 6% ＋＋0 3%0 3%

配当配当方針方針

年間合計20円（予定）

（中間10円、期末10円）
当期純利益率当期純利益率 1.3%1.3% 1.6%1.6% ＋＋0.3%0.3%

予想達成に向けた基本方針および下期施策予想達成に向けた基本方針および下期施策 ：：

①① 【【靴売場の強化靴売場の強化】】 最も強みを発揮できる最も強みを発揮できる｢｢靴靴｣｣を最強化するを最強化する

予想達成に向けた基本方針および下期施策予想達成に向けた基本方針および下期施策 ：：

①① 【【靴売場の強化靴売場の強化】】 最も強みを発揮できる最も強みを発揮できる｢｢靴靴｣｣を最強化するを最強化する①① 【【靴売場の強化靴売場の強化】】 最も強みを発揮できる最も強みを発揮できる｢｢靴靴｣｣を最強化するを最強化する

岩岡本店靴売場の改装岩岡本店靴売場の改装 ・・・・・・ スポーティマインドの広がりを捉え、スポーティマインドの広がりを捉え、『『スニーカー・ショップスニーカー・ショップ』』をコアとした売場へをコアとした売場へ

②② 【【魅力ある商品作り・驚きの商品仕入魅力ある商品作り・驚きの商品仕入】】 この環境をチャンスとしたこの環境をチャンスとした『『当社の価格戦略での優位性当社の価格戦略での優位性』』の強化の強化

自社開発商品のさらなる強化自社開発商品のさらなる強化 ・・・・・・ 驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリー対応スニーカーの投入驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリー対応スニーカーの投入

①① 【【靴売場の強化靴売場の強化】】 最も強みを発揮できる最も強みを発揮できる｢｢靴靴｣｣を最強化するを最強化する

岩岡本店靴売場の改装岩岡本店靴売場の改装 ・・・・・・ スポーティマインドの広がりを捉え、スポーティマインドの広がりを捉え、『『スニーカー・ショップスニーカー・ショップ』』をコアとした売場へをコアとした売場へ

②② 【【魅力ある商品作り・驚きの商品仕入魅力ある商品作り・驚きの商品仕入】】 この環境をチャンスとしたこの環境をチャンスとした『『当社の価格戦略での優位性当社の価格戦略での優位性』』の強化の強化

自社開発商品のさらなる強化自社開発商品のさらなる強化 ・・・・・・ 驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリー対応スニーカーの投入驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリー対応スニーカーの投入自社開発商品のさらなる強化自社開発商品のさらなる強化 驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリ 対応ス カ の投入驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリ 対応ス カ の投入

特価品・倒産品の仕入強化特価品・倒産品の仕入強化 ・・・・・・ 訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化

③③ 【【安く作り・安く売れる体制の強化安く作り・安く売れる体制の強化】】 どのような環境下でも安定的に収益を確保できる体制の推進どのような環境下でも安定的に収益を確保できる体制の推進

安く作る体制安く作る体制 ・・・・・・ 新規委託先工場の開拓および育成、商品企画から販売まで開発スピードの強化新規委託先工場の開拓および育成、商品企画から販売まで開発スピードの強化

自社開発商品のさらなる強化自社開発商品のさらなる強化 驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリ 対応ス カ の投入驚きの価格と価格以上の品質を実現したファミリ 対応ス カ の投入

特価品・倒産品の仕入強化特価品・倒産品の仕入強化 ・・・・・・ 訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化訳あり商品等を驚きの価格で提供できる仕入体制の再構築とネットワーク化

③③ 【【安く作り・安く売れる体制の強化安く作り・安く売れる体制の強化】】 どのような環境下でも安定的に収益を確保できる体制の推進どのような環境下でも安定的に収益を確保できる体制の推進

安く作る体制安く作る体制 ・・・・・・ 新規委託先工場の開拓および育成、商品企画から販売まで開発スピードの強化新規委託先工場の開拓および育成、商品企画から販売まで開発スピードの強化

17

安く売れる体制安く売れる体制 ・・・・・・ 仕入および販売計画の精緻化、在庫削減の推進、ローコスト・オペレーションの追求仕入および販売計画の精緻化、在庫削減の推進、ローコスト・オペレーションの追求安く売れる体制安く売れる体制 ・・・・・・ 仕入および販売計画の精緻化、在庫削減の推進、ローコスト・オペレーションの追求仕入および販売計画の精緻化、在庫削減の推進、ローコスト・オペレーションの追求
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20162016年年33月期月期 業績達成に向けた対策（自社企画開発商品）業績達成に向けた対策（自社企画開発商品）

1010月新発売！月新発売！フィット感と機能性にこだわりながら低価格を実現！フィット感と機能性にこだわりながら低価格を実現！1010月新発売！月新発売！フィット感と機能性にこだわりながら低価格を実現！フィット感と機能性にこだわりながら低価格を実現！
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20162016年年33月期月期 業績達成に向けた対策業績達成に向けた対策

【【通信販売通信販売】】

□テレビＣＭ等メディアミックス□テレビＣＭ等メディアミックス
継続実施継続実施

【【ディスカウント店舗ディスカウント店舗】】

□岩岡本店、日本最大級□岩岡本店、日本最大級1,0001,000坪坪
の継続実施の継続実施 の靴売場改装の靴売場改装

➔健康志向を背景とした靴市場

におけるスニーカー・ブームに

対応した売場展開

□ビ グデ タ分析シ ム□ビ グデ タ分析シ ム□ビッグデータ分析システム□ビッグデータ分析システム
の導入（顧客の導入（顧客××商品商品××販促）販促）

商品開発 販促施策の➔商品開発、販促施策の

改善
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中期事業戦略について中期事業戦略について
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中期事業中期事業戦略戦略

日本 の靴総合販売会社日本 の靴総合販売会社 成長成長とと収益力の強化収益力の強化

１．靴を事業の核として他社にない圧倒的な「低価格」を実現し、あらゆる価格帯で優位性を高めます１．靴を事業の核として他社にない圧倒的な「低価格」を実現し、あらゆる価格帯で優位性を高めます
■■ 中国中国 ＋＋ 東南アジア各国における生産委託先の新規開拓と育成東南アジア各国における生産委託先の新規開拓と育成

日本一の靴総合販売会社へ日本一の靴総合販売会社へ 成長成長とと収益力の強化収益力の強化

■■ 中国中国 ＋＋ 東南アジア各国における生産委託先の新規開拓と育成東南アジア各国における生産委託先の新規開拓と育成
■■ 「企画開発」「販促」「受注」「物流」等のサプライチェーンを最適化「企画開発」「販促」「受注」「物流」等のサプライチェーンを最適化

２．自社開発商品の企画開発力の向上、ＳＰＡ自社一貫体制の確立を図ります２．自社開発商品の企画開発力の向上、ＳＰＡ自社一貫体制の確立を図ります

■■ 「企画開発から販売まで」のスピードアップを図り 鮮度の高い商品を市場に投入「企画開発から販売まで」のスピードアップを図り 鮮度の高い商品を市場に投入■■ 「企画開発から販売まで」のスピ ドアップを図り、鮮度の高い商品を市場に投入「企画開発から販売まで」のスピ ドアップを図り、鮮度の高い商品を市場に投入

３．通販、店舗販売、卸販売の三位一体体制により相乗効果を発揮します３．通販、店舗販売、卸販売の三位一体体制により相乗効果を発揮します
■■ 販売情報・業務等の共有、ローコストオペレーションの徹底、ヒラキ流の継承販売情報・業務等の共有、ローコストオペレーションの徹底、ヒラキ流の継承

通信販売通信販売
ｶﾀ ﾞｶﾀ ﾞ ﾀ ﾈﾀ ﾈ

開発力開発力
相相

直輸入直輸入

ヒラキヒラキ
生産委託生産委託

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店

ｶﾀﾛｸﾞｶﾀﾛｸﾞ/ / ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
安
さ
を
実

安
さ
を
実

開発力開発力

乗乗

直輸入直輸入

お客様お客様

卸販売卸販売
企画提案企画提案

兵庫県兵庫県 ４店４店 実
現
実
現ﾛｰｺｽﾄ運営ﾛｰｺｽﾄ運営

効効

果果

大量発注大量発注

1717

企画提案企画提案
果果

《《連結子会社連結子会社》》 中国・上海市中国・上海市

上海上海平木福客商業有限公司平木福客商業有限公司
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中期事業戦略中期事業戦略 ：： 通信販売通信販売事業事業

収益モデル強化収益モデル強化

顧客数拡大顧客数拡大
商品力の強化、ヒラキ通販の認知度向上により成長路線回帰を目指します。商品力の強化、ヒラキ通販の認知度向上により成長路線回帰を目指します。

WEBWEBシフト、ローコスト運営により収益シフト、ローコスト運営により収益モデルのさらなるモデルのさらなる強化を図ります。強化を図ります。

販促販促の強化の強化商品力の強化商品力の強化 効率効率アップアップ

■■ WEBWEB戦略の強化戦略の強化
■■ 認知度向上認知度向上 広告戦略広告戦略

販促販促の強化の強化

絶対的な安さと品質を絶対的な安さと品質を
両立させた販促品の開発両立させた販促品の開発

商品力の強化商品力の強化 効率効率アップアップ

■■ ﾛｰｺｽﾄ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの徹底ﾛｰｺｽﾄ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの徹底
■■ 出荷効率の向上と出荷効率の向上と

■■ 顧客基盤の拡大化と世代顧客基盤の拡大化と世代
に応じた販促戦略の構築に応じた販促戦略の構築

両立させた販促品の開発両立させた販促品の開発

市場価格より圧倒的に安い市場価格より圧倒的に安い
高機能性商品の開発高機能性商品の開発

在庫精度の強化在庫精度の強化
■■ 費用対効果の適正化費用対効果の適正化

〔販促品〕〔販促品〕

×

人海戦術人海戦術とＩＴ戦略とＩＴ戦略を駆使を駆使したした
物流システムの物流システムの更なる更なる進化進化

効率的なカタログ配布、カタログと効率的なカタログ配布、カタログとWEBWEB
（特にスマートフォン）の相乗効果計画（特にスマートフォン）の相乗効果計画

市場ニーズを迅速に取り込む商品開発体制市場ニーズを迅速に取り込む商品開発体制

（企画開発から販売まで）の推進（企画開発から販売まで）の推進
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中期事業戦略中期事業戦略 ：： ディスカウント店舗販売事業ディスカウント店舗販売事業

日本一、地域一の「靴売場」を構築し広域集客を日本一、地域一の「靴売場」を構築し広域集客を
図るとともに、ヒラキならではの商品が豊富に揃図るとともに、ヒラキならではの商品が豊富に揃
うバラエティうバラエティ・・ディスカウントストアを築きます。ディスカウントストアを築きます。

日日高店高店
（（2,5002,500㎡㎡））
中型中型店舗店舗

自社開発商品、靴部門の販売拡大自社開発商品、靴部門の販売拡大
による収益確保による収益確保

うバラエティうバラエティ ディスカウントストアを築きます。ディスカウントストアを築きます。

物流ｾﾝﾀｰ物流ｾﾝﾀｰ

中型中型店舗店舗

靴の収益を活用した日用品・食品など靴の収益を活用した日用品・食品など
の価格競争力強化によるの価格競争力強化による集客集客
（靴専門店・ＧＭＳ・食品ｽｰﾊﾟｰとの差別化）（靴専門店・ＧＭＳ・食品ｽｰﾊﾟｰとの差別化）

収収

益益

化化

特価商品特価商品の仕入の仕入強化、経費率の低減等強化、経費率の低減等

による「安さ」の実現による「安さ」の実現

化化

店舗販売情報を商品開発や卸販売へ店舗販売情報を商品開発や卸販売へ
応用、通販事業の応用、通販事業の在庫コントロール機能在庫コントロール機能

龍野店龍野店
（（2,3722,372㎡㎡））
中型店舗中型店舗

役
割
役
割

外部催事販売の実施、業務フローの標準化を行外部催事販売の実施、業務フローの標準化を行
い 次期多店舗展開に向けてのオペレーションをい 次期多店舗展開に向けてのオペレーションを
外部催事販売の実施、業務フローの標準化を行外部催事販売の実施、業務フローの標準化を行
い 次期多店舗展開に向けてのオペレーションをい 次期多店舗展開に向けてのオペレーションを

姫路店姫路店
（（2,7402,740㎡㎡））
中型店舗中型店舗

岩岡店岩岡店
（（12,39112,391㎡㎡））
コアコア店舗店舗 い、次期多店舗展開に向けてのオペレ ションをい、次期多店舗展開に向けてのオペレ ションを

構築します。構築します。
い、次期多店舗展開に向けてのオペレ ションをい、次期多店舗展開に向けてのオペレ ションを
構築します。構築します。

中型店舗中型店舗
アア店舗店舗

靴売場靴売場1,0001,000坪坪
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中期事業戦略中期事業戦略 ：： 卸販売卸販売事業事業

■■ OEMOEM・ＯＤＭ取引・ＯＤＭ取引を主体としたを主体とした高収益体制の構築高収益体制の構築

→  →  開発力・売場力の開発力・売場力の強みを活かした有力取引先とのコラボレーション強みを活かした有力取引先とのコラボレーション

■■ 通販商品の卸販売による効率的な商品展開通販商品の卸販売による効率的な商品展開

→  →  商品鮮度を高め、少量在庫で回転率の向上を商品鮮度を高め、少量在庫で回転率の向上を実現実現

■■ 卸カタログ卸カタログ 『『大卸大卸』』 によるによる 全国の靴小売店への拡販全国の靴小売店への拡販

→  →  必要な商品を必要なだけ、必要な商品を必要なだけ、B to B B to B 供給を効率化供給を効率化

ヒラキヒラキ
OEMOEM取引先取引先

ヒラキヒラキ

大卸取引先大卸取引先
特価品特価品販売先販売先

卸販売卸販売
特価品特価品販売先販売先

鮮度保持鮮度保持
在庫管理在庫管理 売場構築売場構築 ODMODM取引先取引先

ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄ店通販通販

在庫管理在庫管理 売場構築売場構築 ODMODM取引先取引先
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当社は お客様に「驚き」「楽しさ」「満足感」をお届けできる当社は お客様に「驚き」「楽しさ」「満足感」をお届けできる当社は、お客様に「驚き」「楽しさ」「満足感」をお届けできる当社は、お客様に「驚き」「楽しさ」「満足感」をお届けできる

靴作りを常に目指しております。靴作りを常に目指しております。

そして お客様から支持をいただき 「長期安定的な企業そして お客様から支持をいただき 「長期安定的な企業そして、お客様から支持をいただき、「長期安定的な企業そして、お客様から支持をいただき、「長期安定的な企業

価値の向上」を実現し、株主の皆様のご期待に沿えるよう価値の向上」を実現し、株主の皆様のご期待に沿えるよう

社員一丸となって取り組んでまいります。社員一丸となって取り組んでまいります。社員 丸となって取り組んでまいります。社員 丸となって取り組んでまいります。

今後とも今後とも「靴のヒラキ」「靴のヒラキ」をご支援賜りますをご支援賜りますようよう

お願い申し上げますお願い申し上げます

【IR窓口】 姫尾 ・ 髙下

お願い申し上げますお願い申し上げます。。

Tel：078-967-4601 Fax：078-967-4603
Email：hiraki_info@hiraki.co.jp

http://company.hiraki.co.jp/
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